
社協だより「きずな」 
発行：福智町社会福祉協議会  

◆香典返し     
－寄附者―       ―故人―      ―住所― 

尾﨑千明    尾﨑芳夫    金田敷島 
鈴木シヅ子   鈴木信俊    伊方鶴ヶ丘 
桑野原表    桑野キミエ   金田東金田 
立花清数    立花たきえ   市場8の2 
手嶋テルヱ   手嶋秋信    伊方八幡町 
熊谷政義    熊谷節江    赤池下町 
立花あけみ   松田トミエ   市場8の2 
朝部一生    朝部フサヱ   伊方中原 
中山スミ子   中山義光    伊方松原 
香月信之    佐々木霞    神崎飯土井 
田島美代子   田島康信    弁城岩屋 
空閑美憲    空閑米子    金田黒尾 
福丸勝則    福丸ミチエ   弁城松原 
梅本武義    梅本秀文    伊方塚口 
太田 勝    太田松江    赤池伏原 
長野義隆    長野ミツコ   市場８の４ 
遠矢ツヤ子   遠矢秋夫    赤池西町 

               以上１７件 ４３５,000円 

謹んで故人のご冥福をお祈りいたしますとともに、ご遺族の  

ご芳志に深く感謝申し上げます。 

平成21年10月号 Ｎｏ．33 

愛の贈り物「ありがとうございました」  
                                          順不同敬称略              【平成２１年８月１６日～９月１５日】 

◆物品寄附    
 岩城辰美    記念切手 ５０枚 

 白金正子    古切手  

 匿  名    古切手 

 相原 保    なす（配食弁当味噌汁） 

◆賛助会費 
 丸山冨士夫   １０口 

 日野明美    １０口 

 以上２件 ２０口  ２０,０００円 

◆一般寄附  
 中村紀美子     ３,０００円 

 匿   名     ３,０００円 
 以上２件       ６,０００円 

◆ふれあい基金 

福祉バス内募金箱            

     ４２,０９６円   
   

 コスモス電気治療室募金箱       

       ４３４円 

 福智町社会福祉協議会では、心配ごと相談を実施しています。 
近隣とのトラブル、結婚・離婚問題、借金問題などさまざまな相談に応じています。相談料は無料、秘密

は厳守いたしますので、ご相談にお越しください。 

― １０月 ― 

心配ごと相談スケジュールについて 

開催日：時間 開催場所 

１０月１日（木） 

１０時～１５時 

福智町役場 

赤池支所 

１０月８日（木） 

１０時～１５時 

福智町公民館 

方城分館 

１０月１７日（土） 

１０時～１５時 

金田社会福祉センター 

※司法書士による特別相談 

※司法書士による特別相談は、予約制になりますので、希望される方は４日前までに社協窓口または電話

にてお申し込みください。                      福智町社会福祉協議会 総務課 電話  ２２―６６３１ 

開催日：時間 開催場所 

１１月５日（木） 

１０時～１５時 

福智町役場 

赤池支所 

１１月１２日（木） 

１０時～１５時 

福智町公民館 

方城分館 

１１月２１日（土） 

１０時～１５時 

金田社会福祉センター 

※司法書士による特別相談 

― １１月 ― 



 「介護と家族」   
小地域福祉活動を考える 

その① 家族介護 (期待と不安） 

    問 家族は、どこまで介護できるか。介護してくれるか。？ 
  

   ・できるだけ長く、家族に介護してほしい。（４４％） 

   ・最初の内（１年～２年）は、介護してくれると思うが、          

    その後は、施設に入れられると思う。（３７％) 
   ・現実は、介護できないと思う。（２６％) 
                        2008年 国民意識調査 
 高齢者等の介護において、日本は家族による介護(家族介護）を前提として、家族介護を

支援するというのが、介護福祉の基本的あり方でした。 

 ところが家族の状況や家族をとりまく社会的状況が大きく変化し、とても家族介護で済

まされる状況ではなくなってきました。介護保険制度は、こうした背景のもとに、介護を

家族の手から「社会の手で支えよう（介護の社会化)」ということで始まり、国民の多くが
期待もしました。 

 あれから１０年。幾度の改正も行われました。がしかし今なお「介護は家族の手で」と

いう願いを持つ国民が多いという結果です。 

 結果によれば、家族介護に対しては心の中では、いつまでもと期待しつつも、現実的には

無理あるいは長くは無理かもしれないと判断しています。期待は「親子なのだから。」「家

族なのだから。」という思いからです。他方無理という意識は、介護の放棄や介護から回避

したい（するだろう）というわけではなく、むしろ医療や在宅福祉サービス・介護保険制度

等に対する不備・不安からと思われます。また全体の結果がどれも過半数に達していませ

ん。 

 このことは、これからも「家族を頼みにする。」と「家族は頼みにできない。」「頼みに

ならない。」という介護と家族において心の揺れと葛藤が続くのではないだろうかと思われ

ます。 

 長寿化・少子化は、一方で介護や家族のあり方という新たな国民的課題を生起しました。 

 

 この調査結果は～家族とは何か～を今日改めて見直す必要を提起しているといえないで
しょうか。 

平成21年度「賛助会員」のご加入について    

福智町社会福祉協議会では、地域の皆さまのご理解とご協力により、子育てサロン日本語教室、子どもボラ

ンティア事業、社協情報ふれあいの発行、きずなだよりの発行などの事業をおこなっています。 

賛助会員とはそのような事業を支援し、地域福祉を推進する一員になっていただく方々のことです。 

どうぞご賛同いただきご加入いただきますようよろしくお願いいたします。  ★１口 １，０００円★ 

※ご加入にあたり、ご一報いただければ職員がお伺いさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

福智町社会福祉協議会総務課 ２２－６６３１ 


